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物 質 遅延係数 Rd 減衰定数 λ(1/日)

VOC（ジクロロメタン） 1.142 6.8×10-3

1,4-ジオキサン 1.0 0.0

透水係数 有効間隙率 比貯留係数

Ks(cm/sec) η(-) Ss(1/m)
盛土 B 1.0E-03 0.20 1.0E-05 盛土

礫質土層 tDg1 4.7E-03 0.20 1.0E-06
粘性土層 tDc1 2.7E-07 0.10 1.0E-04
礫質土層 tDg2 4.7E-03 0.20 1.0E-06
粘性土層 tDc2 2.7E-07 0.10 1.0E-04 難透水層
礫質土層 tDg3 1.1E-02 0.20 1.0E-06 第2帯水層
粘性土層 Dc 7.2E-08 0.10 1.0E-04 難透水層
砂質土層 Ds 1.0E-03 0.20 1.0E-05
礫質土層 Dg 6.3E-03 0.20 1.0E-06
粘性土層 Tc1 3.4E-07 0.10 1.0E-04 Tc層
砂質土層 Ts 3.1E-02 0.20 1.0E-05 Ts層
粘性土層 Tc2 3.4E-07 0.10 1.0E-04 Tc層

遮水壁 遮水壁 Wall 1.0E-07 0.10 1.0E-07 遮水壁
廃棄物層 廃棄物層 Waste 1.0E-05 0.20 1.0E-04 廃棄物層

洪積層
力尾累層 第3帯水層

東海層群
大泉塁層

備考

段丘堆積層
第1帯水層

地層名 層相 記号

表-6.1 透水係数等

表-6.2 拡散パラメータ

縦分散長 横分散長 分子拡散係数 屈曲率 遅延係数 減衰係数

αL(m) αT(m) αm(m2/sec) τ(-) Rd(-) λ(-)
盛土 B 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 盛土

礫質土層 tDg1 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
粘性土層 tDc1 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
礫質土層 tDg2 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
粘性土層 tDc2 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 難透水層
礫質土層 tDg3 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 第2帯水層
粘性土層 Dc 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 難透水層
砂質土層 Ds 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
礫質土層 Dg 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0
粘性土層 Tc1 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 Tc層
砂質土層 Ts 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 Ts層
粘性土層 Tc2 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 Tc層

遮水壁 遮水壁 Wall 0.1 0.1 0.0 1.0 1.0 0.0 遮水壁
廃棄物層 廃棄物層 Waste 10.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0.0 廃棄物層

東海層群
大泉塁層

備考

第1帯水層

第3帯水層

段丘堆積層

洪積層
力尾累層

地層名 層相 記号

1)廃棄物研究財団：廃棄物の適正処理及びリサイクルに関する研究総合報告書、2000

2)KANSO：土壌・地下水汚染リスク評価のための情報統合化に関する検討委託(第 3 次)報告書、2006
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３ 1,4-ジオキサンにおける遮水壁の効果

汚染拡散シミュレーションの結果では、1,4-ジオキサンの濃度分布は、遮水壁設置前（平

成 14 年 1 月）、第 1～第 3 帯水層とも、地下水流れの影響によって不法投棄地から北側の嘉

例川を超えた付近まで大きく拡散しており、その拡散範囲は、遮水壁設置 9 年後（平成 23

年 6 月）の現時点においても嘉例川付近までの広範囲となっており、ジクロロメタンの遮水

壁設置後の遮水壁内に留まった拡散範囲と比較すると、遮水壁による 1,4-ジオキサンの汚染

拡散防止効果は小さい(図-6.5)。実測データにおいても 1,4-ジオキサンは第 2 帯水層では拡散

シミュレーションと同様に嘉例川付近まで拡散しており、第 3 帯水層では不法投棄地南側及

び東側に広く拡散している。

遮水壁設置後においても 1,4-ジオキサンがジクロロメタンに比べて広範囲に拡散している

要因は、土壌への吸着性がほとんどなく（1,4-ジオキサンの遅延係数 Rd は 1.0、ジクロロメ

タンは 1.142）、ジクロロメタンのように土着菌により分解されず（1,4-ジオキサンの減衰定

数は 0、ジクロロメタンは 6.8×10-3 /日）、水に近い挙動を示すことから地下水と同様の動き

をする。

従って、1,4-ジオキサンにおける支障除去対策工を検討する上では、遮水壁による汚染拡

散防止効果がジクロロメタンより小さいことを考慮して対策工を検討する必要がある。

なお、緊急対策においては遮水壁による汚染拡散防止効果は低いことを前提に地下水位の

管理を行うことにしている。




